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1.会社概要

当⾏のあゆみ

宮崎銀行は、１９３２年（昭和７年）、県民の皆さまの強い要望により、県議会の
議決を経て創立された、全国の地方銀行でもまれにみる「県民銀行」です。

1932年 7月 株式会社日向興業銀行設立（資本金200万円）

8月2日開業
1962年 8月 30周年を機に、行名を「宮崎銀行」に改称
1971年 8月 新本店完成
1975年 10月 福岡証券取引所に株式上場
1982年 9月 ふるさと振興基金創設（50周年記念事業）
1986年 10月 東京・大阪証券取引所市場第2部に株式上場
1988年 9月 東京・大阪証券取引所市場第1部に指定替え

（大証 平成17年3月上場廃止）
2010年 1月 資本金146億円に増資
2012年 6月 宮崎銀行女子陸上部創部（80周年記念事業）
2016年 6月 監査等委員会設置会社へ移行
2017年 4月 地方創生部・ＩＴ戦略室(経営企画部内）を新設
2018年 9月 東京支店･東京事務所･市場金融部東京駐在

移転オープン

郷⼟と共にある地⽅銀⾏
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資 本 金 146億円

総 資 産 3兆1,378億円

純 資 産 1,524億円

預 金 残 高 2兆5,411億円

貸 出 金 残 高 2兆168億円

有 価 証 券 残 高 6,538億円

従 業 員 数 1,440名

格 付 （㈱日本格付研究所） 長期発行体格付「A」

（2019年9月末） （2019年9月末）

コンビニＡＴＭ

(ファミリーマート・ローソン・セブンイレブン）も

ご利用いただけます！

全国4万6千台

国内本支店 73

出 張 所 23

合 計 96

㈱宮崎銀行

宮銀ビジネスサービス㈱

宮銀コンピューターサービス㈱

宮銀リース㈱

宮銀ベンチャーキャピタル㈱

宮銀保証㈱

宮銀カード㈱

宮崎市 176
都城市 58
延岡市 38
西都市 7
小林市 14
えびの市 5
日南市 16
串間市 4
日向市 24
その他 37
県外 20
合計 399

会社概要
会社概要（2019年9月末） 店舗・ATM設置状況網（2019年9月末）

ATM設置台数

グループ会社

店舗数
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前年同期⽐▲24.9億円 (2期ぶりの減益)経常利益

前年同期⽐▲9.3億円 (3期ぶりの減益)コア業務純益

【単位：億円】

経常収益 前年同期⽐▲13.4億円 (3期ぶりの減収)

・貸出⾦利息が増加したものの、有価証券利息配当⾦の減少で
資⾦運⽤収益が減少。

・預り資産⼿数料の減少で役務取引等収益が減少。
・国債等債券売却益の減少でその他業務収益が減少。
・貸倒引当⾦戻⼊益および株式等売却益の減少でその他経常収益が

減少。

2019年
9月期

2018年
9月期

前年同期⽐
増減額

経常収益 227.5 240.9 ▲13.4

コア業務粗利益 ① 175.7 182.3 ▲6.6

資⾦利益 162.9 165.0 ▲2.1

役務取引等利益 14.6 17.2 ▲2.6
その他業務利益
(債券関係損益を除く) ▲1.8 0.1 ▲1.9

経費 ② 122.0 119.3 2.7

コア業務純益 (①-②)   ③ 53.7 63.0 ▲9.3

与信関連費⽤ ④ 5.4 ▲4.0 9.4

有価証券に関する損益 ⑤ ▲3.1 6.3 ▲9.4

その他臨時損益 ⑥ 5.9 2.7 3.2

経常利益 (③-④+⑤+⑥) 51.1 76.0 ▲24.9

当期(中間)純利益 30.6 53.0 ▲22.4

決算ハイライト 減収減益決算（3期ぶり）

2.2019年度中間期決算について 決算サマリー

コア業務粗利益 前年同期⽐▲6.6億円 (3期ぶりの減益)

・資⾦運⽤収益の減少に加え、債券貸借取引⽀払利息の増加で
資⾦利益が減少。

・役務取引等収益の減少に加え、⽀払ローン関係⼿数料の増加で
役務取引等利益が減少。

・コア業務粗利益の減少に加え、物件費が増加。

・コア業務純益の減少に加え、与信関連費⽤が増加し、有価証券に
関する損益が減少。
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（百万円）

5,921 6,157 6,448

10,438 10,543 10,725

2,986 2,901 2,832

6,662

10,760

2,746

2018年3⽉期 2018年9⽉期 2019年3⽉期 2019年9⽉期

地方公共団体向け貸出
法人向け貸出
個人向け貸出

（億円）

前年同期末⽐
+505億円
年率8.2％

前年同期末⽐
+217億円
年率2.0％

前年同期末⽐
▲155億円

年率▲5.3％

19,346
20,16819,601 20,005

＋86
(＋1.6%)

5,3985,312個人向け貸出

＋174
(＋1.3%)

12,93612,762合計

▲140
(▲14.8%)

803943地方公共団体
向け貸出

＋228
(＋3.5%)

6,7356,507法人向け貸出

増減2019年
9⽉期

2018年
9⽉期

対象別残高の推移 対象別貸出⾦利息の推移 セグメント別残高

対象別残高は、個⼈向け貸出が年率8.2％、前年同期末⽐505億円増加、法⼈向け貸出が同2.0％、217億円増加。
対象別貸出⾦利息は、地⽅公共団体向けが年率▲14.8％、前年同期⽐140百万円減少したものの、個⼈向けが

同1.6％、86百万円増加、法⼈向けが同3.5％、228百万円増加。

対象別残高は、個⼈向け貸出が年率8.2％、前年同期末⽐505億円増加、法⼈向け貸出が同2.0％、217億円増加。
対象別貸出⾦利息は、地⽅公共団体向けが年率▲14.8％、前年同期⽐140百万円減少したものの、個⼈向けが

同1.6％、86百万円増加、法⼈向けが同3.5％、228百万円増加。

・住宅ローンを中⼼とした個人向け貸出や医業の設備更新、不動産を中⼼と
した事業性貸出が増加し、前年同期⽐747億円増加（年率4.9%）。

中⼩企業等貸出⾦残高 15,892億円

・住まいのプラザを中⼼とした業者営業推進。前年同期⽐507億円増加
（年率9.1%）。

住宅ローン貸出残高 6,075億円

・アパートや収益物件の建替え需要を中⼼に前年同期⽐143億円
増加(年率6.4%)、但し前年の増加率10.9%であり、増加ペースは鈍化。

アパートローン等残高 2,373億円

・病院の⼤型建替えやクリニック新規開業を中⼼に、前年同期⽐68億円
増加（年率4.3%）。

医業・介護貸出残高 1,626 億円

・異業種からの農業参⼊⽀援、事業性評価による事業規模拡⼤⽀援により
前年同期⽐15億円増加（年率2.0%）。

アグリ関連貸出残高 744億円

・各種キャンペーンを継続して実施。前年同期⽐7億円増加（年率1.4%）。

消費者ローン貸出残高 507億円

貸出⾦の状況
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16,632
17,598

18,469
19,362 20,008

129.3

127.6

125.2125.3125.2

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2015年9月期 2016年9月期 2017年9月期 2018年9月期 2019年9月期
120

125

130

135

140
（平残︓億円） （利息額︓億円）

1.501%
1.420%

1.352%
1.314%

1.289%

平均残高 利息額 利回り

▲0.081％ ▲0.068％
▲0.038％

▲0.025％

（平残︓億円）

10,237
9,911

9,3379,1048,846

57.83 57.89 58.12
61.14

63.79

0

5,000

10,000

15,000

2015年9月期 2016年9月期 2017年9月期 2018年9月期 2019年9月期
20

40

60

80

100

1.243%1.230%1.242%1.268%
1.304%

平均残高 利息額 利回り

▲0.036％ ▲0.026％ ▲0.012％ ＋0.013％

（利息額︓億円）

（平残︓億円）

4,487
4,977

5,454
5,914

6,385

36.4235.3734.5334.3533.84

0

5,000

10,000

15,000

2015年9月期 2016年9月期 2017年9月期 2018年9月期 2019年9月期
20

40

60

80

100

1.504%
1.376%

1.263%
1.193%

1.138%

平均残高 利息額 利回り

▲0.128％

▲0.113％
▲0.070％

（利息額︓億円）

▲0.055％

貸出⾦は、平均残高が、前年同期⽐646億円増加し20,008億円。利回りが、同0.025ポイント低下し1.289%。
事業性貸出は、平均残高が、前年同期⽐326億円増加し10,237億円。利回りが、同0.013ポイント上昇し1.243%。
住宅ローンは、平均残高が、前年同期⽐471億円増加し6,385億円。利回りが、同0.055ポイント低下し1.138%。

貸出⾦は、平均残高が、前年同期⽐646億円増加し20,008億円。利回りが、同0.025ポイント低下し1.289%。
事業性貸出は、平均残高が、前年同期⽐326億円増加し10,237億円。利回りが、同0.013ポイント上昇し1.243%。
住宅ローンは、平均残高が、前年同期⽐471億円増加し6,385億円。利回りが、同0.055ポイント低下し1.138%。

貸出⾦ 事業性貸出

住宅ローン

貸出⾦の状況 平均残高および利息額ならびに利回り実績の推移
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対象先中⻑期的目標の設定（101社）

商品開発商品開発税務対策税務対策

⼈材
確保
⼈材
確保

ＩＴ化
支援

ＩＴ化
支援

不動産情報不動産情報
専⾨知識
業界動向
専⾨知識
業界動向

事業承継
M&A

事業承継
M&A

コスト削減コスト削減
販路拡⼤販路拡⼤

海外進出海外進出
経営の悩みや課題、潜在的ニーズの共有

ステージアップを支援

１

企業の経営目標や課題を共有し、個社別のニーズに合わせた提案で、
企業のステージアップを共に目指す取り組みです。

２

「ひなた」未来創造PLAN策定

４

グローバル・地域中核企業への成⻑５

商談会
不動産
情報

の提供
ビジネス
マッチング

コンサル
ティング

回収リスク
対策

海外
ビジネス
支援

３

様々な課題やニーズ

「ひなた」未来創造PLAN策定

対象先現場実査
成⻑イメージ

サポート内容

事業性評価 地域中核企業応援プロジェクト「ひなたの⼒」
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31 36 41

182 176 155 156

99 110 113 118

31

1.55%1.61% 1.61%
1.52%

2018年3⽉期 2018年9⽉期 2019年3⽉期 2019年9⽉期

要管理債権
危険債権
破産更⽣債権
不良債権⽐率

（億円） （億円）

▲0.3

▲3.8

＋6.1

▲0.7

＋9.4

増減

―3.8貸倒引当⾦戻⼊益 ③

5.4▲4.0与信関連費⽤（①+②-③-④）

0.20.5償却債権取⽴益 ④

6.40.3不良債権処理額 ②
（個別貸倒引当⾦繰⼊額、貸出⾦償却等の合計額）

▲0.7―⼀般貸倒引当⾦繰⼊額 ①

2019年
9⽉期

2018年
9⽉期

318 305 316313

与信関連費⽤は、不良債権処理額が増加し、貸倒引当⾦戻⼊益が減少したことから、前年同期⽐9.4億円増加し
5.4億円。

不良債権残高（⾦融再⽣法開⽰債権）は、前年同期末⽐2億円減少し、316億円。
不良債権⽐率は前年同期末⽐0.06ポイント低下の1.55%。

与信関連費⽤は、不良債権処理額が増加し、貸倒引当⾦戻⼊益が減少したことから、前年同期⽐9.4億円増加し
5.4億円。

不良債権残高（⾦融再⽣法開⽰債権）は、前年同期末⽐2億円減少し、316億円。
不良債権⽐率は前年同期末⽐0.06ポイント低下の1.55%。

与信関連費⽤の推移 不良債権（⾦融再⽣法開⽰債権）残高の推移

与信関連費⽤・不良債権の状況
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（百万円）

＋225129公共債等債券⼿数料

＋45173128ソリューション⼿数料（※）

▲14

▲192

▲32

▲203

▲172

増減

483675保険関連⼿数料

3,9414,113役務取引等収益

3,0053,019その他（為替⼿数料等）

229261投資信託関連⼿数料

763966預り資産⼿数料

2019年
9⽉期

2018年
9⽉期

（※）事業承継、M&A、ビジネスマッチング、私募債等に係る⼿数料 2017年9⽉期 2018年9⽉期 2019年9⽉期 2019年3⽉期

投資信託
公共債等債券
保険関連

（億円）

118

192

130

40

22 33

63

215

50

188

91

330

236

57

113

406
【参考】

預り資産⼿数料は投資信託関連⼿数料、保険関連⼿数料が減少し、前年同期⽐203百万円減少。
ソリューション⼿数料は私募債引受⼿数料が増加したことから前年同期⽐45百万円増加。
2019年9月期の預り資産販売額は投資信託および⽣命保険販売額が減少したものの、公共債等債券販売額が増加

したことから前年同期⽐115億円増加。

預り資産⼿数料は投資信託関連⼿数料、保険関連⼿数料が減少し、前年同期⽐203百万円減少。
ソリューション⼿数料は私募債引受⼿数料が増加したことから前年同期⽐45百万円増加。
2019年9月期の預り資産販売額は投資信託および⽣命保険販売額が減少したものの、公共債等債券販売額が増加

したことから前年同期⽐115億円増加。

役務取引等収益の内訳 預り資産販売額

役務取引等収益
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49 52

25

98

2017年9⽉期 2018年9⽉期 2019年9⽉期 2019年3⽉期

M&A
事業承継
私募債

（件数）

35

96

（※）事業承継はコンサルティング契約件数、M&Aは成約件数、私募債は引受件数

（百万円）

＋1432うち事業承継関連
⼿数料

3

258

301

2017年
9⽉期

＋59689うち私募債引受
⼿数料

▲35

＋45

増減

②－①

70105うちM&A関連⼿数料

173128ソリューション⼿数料

2019年
9⽉期

②

2018年
9⽉期

①

26

19

11

【参考】

61
9

1

17 15

3

ソリューション⼿数料はM&A関連⼿数料が減少したものの、私募債引受⼿数料が増加したことから、前年同期⽐
45百万円増加し173百万円。
事業承継やM&Aの成約件数は減少したものの、私募債の引受件数が増加し、全体の成約件数は、前年同期⽐

26件増加の61件。

ソリューション⼿数料はM&A関連⼿数料が減少したものの、私募債引受⼿数料が増加したことから、前年同期⽐
45百万円増加し173百万円。
事業承継やM&Aの成約件数は減少したものの、私募債の引受件数が増加し、全体の成約件数は、前年同期⽐

26件増加の61件。

ソリューション⼿数料の内訳 事業承継・M&A・私募債 成約件数

役務取引等収益
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13,390 13,810 14,563 15,085 15,379

6,431 7,045
7,508 7,523 7,390

2,609
2,750

2,515 2,632 2,642

2015年9⽉期 2016年9⽉期 2017年9⽉期 2018年9⽉期 2019年9⽉期

その他
法人預⾦
個人預⾦

預⾦の状況

預⾦残高は、前年同期末⽐171億円増加し2兆5,411億円。預⾦残高は、前年同期末⽐171億円増加し2兆5,411億円。

対象別残高の推移

前年同期末⽐
+10億円
年率0.3％

前年同期末⽐
▲133億円

年率▲1.7％

前年同期末⽐
+294億円
年率1.9％

25,41125,24024,587
22,432

23,607
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2,491 2,489 2,319 2,098

1,467 1,483 1,529 1,715

1,012 1,004 1,001 971

566 602
490 450

464 440
479 480

885 849
820 821

2018年3⽉期 2018年9⽉期 2019年3⽉期 2019年9⽉期

国債 地方債 社債
株式 外国証券 その他

92
69 78

199

105
87

18

81

161 22

▲1 ▲4

6

4
19

10

2018年3⽉期 2018年9⽉期 2019年3⽉期 2019年9⽉期

国内債券 株式
外国証券 その他

（億円） （億円）

6,869 6,641 6,538

284

203 206

6,888
256

有価証券残高は、国債や株式が減少したことから、前年同期末⽐331億円減少し6,538億円。
評価損益は、国内債券や外国証券が増加したものの株式が減少したことから、前年同期末⽐78億円減少し206億円。
有価証券残高は、国債や株式が減少したことから、前年同期末⽐331億円減少し6,538億円。
評価損益は、国内債券や外国証券が増加したものの株式が減少したことから、前年同期末⽐78億円減少し206億円。

有価証券残高の推移 評価損益の推移

有価証券の状況
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7,460 7,602 7,277
6,567 6,467

46.99

41.79 42.91 43.26
39.82

0

5,000

10,000

15,000

2015年9月期 2016年9月期 2017年9月期 2018年9月期 2019年9月期
20

40

60

80

100
（平残︓億円） （利息額︓億円）

1.256%

1.096%

1.176%

1.314%

1.228%

平均残高 利息額 利回り

有価証券平残は、前年同期末⽐100億円減少して6,467億円。利回りは同0.086ポイント低下して1.228%。有価証券平残は、前年同期末⽐100億円減少して6,467億円。利回りは同0.086ポイント低下して1.228%。

有価証券の状況

有価証券
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16,176億円15,946億円15,501億円15,247億円

1,445

1,340
1,315 1,328

1,230

1,275 1,304 1,317

9.47％

8.64%
8.25%

8.21%

2018年3⽉末 2018年9⽉末 2019年3⽉末 2019年9⽉末

自己資本額
コア資本
自己資本比率

94.1

53.0

100.3

30.6

6.64%
7.11%

6.79%

4.04%

2018年3⽉期 2018年9⽉期 2019年3⽉期 2019年9⽉期

当(中間)期純利益
ＲＯＥ

貸出⾦増加
+404億円

貸出⾦増加
+163億円

純資産の額
（平均）

※ROE ＝
中間純利益

（期首純資産額 ＋ 期末純資産額） ÷ 2 × 100

ﾘｽｸ
ｱｾｯﾄ
の額

（億円） （億円）

貸出⾦増加
+255億円

⾃⼰資本⽐率は、利益の増加により⾃⼰資本額が増加したものの、貸出⾦の増加等によりリスク・アセットが増加した
ことから、前期末⽐0.04ポイント低下し、8.21%。
ROEは、純資産額が増加したことに加え、中間純利益が減少したことから前年同期⽐3.07ポイント低下し、4.04%。

⾃⼰資本⽐率は、利益の増加により⾃⼰資本額が増加したものの、貸出⾦の増加等によりリスク・アセットが増加した
ことから、前期末⽐0.04ポイント低下し、8.21%。
ROEは、純資産額が増加したことに加え、中間純利益が減少したことから前年同期⽐3.07ポイント低下し、4.04%。

⾃⼰資本額および⾃⼰資本⽐率の推移 ROEの推移

1,513億円1,477億円1,486億円1,416億円

⾃⼰資本・ROEの状況



15Copyright Ⓒ 2020 Miyazaki Bank, Ltd. All Rights Reserved.

現中期経営計画の進捗

29,436億円○ー30,000億円30,000億円総預り資産残高
（総預⾦残高+預り資産残高）

8.25％▲▲0.65％９.00％8.35%⾃⼰資本⽐率
健
全
性

20,005億円○+700億円20,000億円20,700億円総貸出⾦残高

成
長
性

64.94%○▲1.25％69.00％67.75％OHR
（経費÷コア業務粗利益）

効
率
性

５.00％

100億円

②
中期経営計画
最終年度目標

5.16％

115億円

①
2020年3月期予想
（中計最終年度）

ROE

経常利益
収
益
性

差異
（①－②） 評価

2019年
3月期実績

（中計2年目）

+15億円 ○ 136億円

+0.16％ ○ 6.79％
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108,970

84,692

47,036
40,665

29,779 26,920 25,411 23,098 22,432 22,451 20,761

7,091
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

福岡 西日本シティ 肥後 鹿児島 大分 十八 当行 親和 琉球 佐賀 沖縄 筑邦

（億円）

当⾏の⽴ち位置
2019年９月期 九州地銀 総預⾦残高⽐較

九州地⽅銀⾏における当⾏の規模は、総預⾦残高において他⾏と⽐較した場合、12⾏中の7番目である。九州地⽅銀⾏における当⾏の規模は、総預⾦残高において他⾏と⽐較した場合、12⾏中の7番目である。

（億円）

A B C D E F G H I J K
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902

636

379
320

227 217 217 180 170 167 158
68

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

福岡 西日本シティ 肥後 鹿児島 当行 大分 琉球 沖縄 十八 佐賀 親和 筑邦

0.00%

20.00%

40.00%

60.00%

80.00%

100.00%

120.00%

経常収益

（億円）

当⾏の⽴ち位置 経常収益・経常利益⽐較

2019年９月期 九州地銀 経常収益⽐較

2019年９月期 九州地銀 経常利益⽐較

305

122 114
83

51 34 29 29 25 17 8 70

50

100

150

200

250

300

350

福岡 西日本シティ 肥後 鹿児島 当行 琉球 大分 沖縄 親和 佐賀 十八 筑邦

0.00%

20.00%

40.00%

60.00%

80.00%

100.00%

120.00%

経常利益

（億円）

A

A

B C D E H J F I G K

B C D H E J G I F K
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当⾏の株価指標

（単位︓倍） （単位︓倍） （単位︓％）

5.716

9.472

0.271

0.415
4.335

4.210

当⾏ 当⾏ 当⾏業界平均 業界平均 業界平均

当⾏の株価指標を業界平均と⽐較してみた場合、PER、PBR共に業界平均を⼤幅に下回っており、
配当利回りは業界平均より高い。
（参考︓2019年9月30日現在 ※業界平均・・・東証１部上場⾏）

当⾏の株価指標を業界平均と⽐較してみた場合、PER、PBR共に業界平均を⼤幅に下回っており、
配当利回りは業界平均より高い。
（参考︓2019年9月30日現在 ※業界平均・・・東証１部上場⾏）

☞株価が１株あたり純利益の何倍か
（会社が稼ぐ利益と⽐べた場合に
株価は割高か割安か）
PER=

☞株価が１株あたり純資産の何倍か
（会社がこれまで築いてきた資産と
⽐べた場合、株価は割高か割安か）
PBR=

☞株価に対する年間配当⾦の割合

配当利回り＝株価

１株あたり純利益

株価

１株あたり純資産

１株あたりの配当⾦

株価
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4.0円 4.5円 4.5円 45円 50円

5.0円 4.5円
45円 55円 50円

15.7%
16.3% 16.4%

17.1%

20.7%

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度（⾒込み）

期末配当
中間期配当
配当性向

配当の状況

当⾏は『増配』いたしました︕〜株主の皆さまにさらなる利益還元を〜

（株式併合
により45円
と表示）

配当および配当性向の推移

2018年度 1株あたり年間100円
2017年度⽐＋10円の増配

配当⾦

１株あたり、中間、期末配当
ともに50円を予定

今後の⾒通し

今後も安定配当を今後も安定配当を
基本とし、株主の皆さまへ基本とし、株主の皆さまへ

利益還元を図って利益還元を図って
まいります。まいります。
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3.当⾏の取り組み

世界を変えるための１７の目標と１６９のターゲット

ＳＤＧｓ（ＳＤＧｓ（Sustainable Development GoalsSustainable Development Goals）について）について

持続可能で多様性と包摂性のある社会実現のため定められた、2030年
を年限とする17の国際目標。この目標の下に、169のターゲットと232
の指標が決められている。2015年9月に国連サミットにて採択。

あらゆる場所で、あらゆる
形態の貧困に終止符を

⾷料の安定確保と栄養
状態の改善を達成

あらゆる年齢のすべての⼈
の健康的な⽣活を確保し、
福祉を推進

すべての⼈に包摂的かつ
公平で質の高い教育を
提供

ジェンダーの平等を達成
し、すべての⼥性と⼥児
のエンパワーメントを図る

水と衛⽣へのアクセスと
持続可能な管理を確保

⼿ごろで信頼でき、持続
可能かつ近代的なエネル
ギーへのアクセスを確保

⽣産的な完全雇⽤およ
び働きがいのある⼈間ら
しい仕事を推進

強靭なインフラを整備し、
技術革新の拡⼤を図る

国内および国家間の格差
を是正する

都市と⼈間の居住地を
包摂的、安全、強靭かつ
持続可能にする

持続可能な消費と⽣産
のパターンを確保する

気候変動とその影響に⽴ち
向かうため、緊急対策を取る

海洋と海洋資源を持続可能
な開発に向けて保全し、持続
可能な形で利⽤

陸上⽣態系の保護、回復、
森林の管理、砂漠化への対処、
⽣物多様性損失の阻止を図る

平和で包摂的な社会を推進
し、責任ある包摂的な制度を
構築

持続可能な開発に向けて実施
⼿段を強化し、グローバル・
パートナーシップを活性化する

・・・だれひとり取り残さないために・・・
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中・南九州の地域循環共⽣圏に関する連携協定の締結

各地域が、美しい⾃然景観等の地域資源を最⼤限活⽤しながら⾃⽴・分散型の社会を形成しつつ、
地域の特性に応じて資源を補完し⽀え合うことにより、地域の活⼒が最⼤限に発揮されることを⽬指す考え方。

地域循環共⽣圏とは・・・

連携各県共通の地域課題を解決するため、情報共有・連携し、地域経済の活性化を図る取り組み連携各県共通の地域課題を解決するため、情報共有・連携し、地域経済の活性化を図る取り組み

国⽴公園満喫プロジェクトの連携国⽴公園満喫プロジェクトの連携

ＳＤＧｓに関する啓蒙活動ＳＤＧｓに関する啓蒙活動

ＳＤＧｓに資する⾦融商品等の展開ＳＤＧｓに資する⾦融商品等の展開連携団体・各⾏

当⾏の取り組み

・・・・・・・・具体内容・・・・・・・・・・・・・・・・具体内容・・・・・・・・

2020.1.18 締結式の様子



22Copyright Ⓒ 2020 Miyazaki Bank, Ltd. All Rights Reserved.

当⾏の取り組み

持続可能な開発のための17のグローバル目標と169の
ターゲットからなる国連の開発目標。

国⽴公園満喫プロジェクトの連携国⽴公園満喫プロジェクトの連携

ＳＤＧｓに関する啓蒙活動ＳＤＧｓに関する啓蒙活動

ＳＤＧｓに資する⾦融商品等の展開ＳＤＧｓに資する⾦融商品等の展開

全国32の国⽴公園のうち、８公園を中⼼に、訪日外国⼈を
惹きつける取り組みを計画的・集中的に実施。
日本の国⽴公園を、世界中の旅⾏者たちが⻑期滞在したいと
憧れる旅⾏目的地にするプロジェクト。
（※九州では「阿蘇くじゅう」「霧島錦江湾」の２つの国⽴公園が対象）

☞ＳＤＧｓとは・・・☞ＳＤＧｓとは・・・

・投資信託や定期預⾦等のＳＤＧｓ関連商品の共同開発
・ＥＳＧ投融資の推進
・ポリ袋の廃止や簡易包装など脱炭素への取り組み

阿蘇くじゅう 霧島錦江湾

Ｇ
governance

Ｇ
governance

Ｅ
environment

Ｅ
environment

Ｓ
social

Ｓ
social
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2019年2月 ひなたGAP認証

2019年9月南九⼤との共同研究

農業体験研修

2019年10月 初の収穫祭⾏内試⾷会

2017年11月にアボカド栽培に着⼿し、
苗木112本の植え付けが完了しました。

新⼊⾏員が草刈りや防草シート貼りを
実施。愛着をもって⼿⼊れを⾏いました。

宮崎県のGAP基準認定制度で、「アボカ
ド」の品目では初の認証を取得しました。

アボカドを使った料理対決を実施。国産
アボカドの味を堪能しました。

丹精こめて育てたアボカドが実り、約500
個を収穫しました。

アボカドの油分調査・分析を⾏い、アボカ
ドの「⾷べ頃」を判定します。

2017年8月 農業法⼈設⽴

当⾏の取り組み
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ビックデータ分析ソフトの導⼊「pring(プリン)」との口座接続開始

※J-coin payはみずほ銀⾏が提供するスマホ決済アプリです。

スマホ１つでお⾦の受け取り・支払いが
可能なアプリです。キャッシュレス・消費者
還元事業の対象となります。

「J-coin Pay」の導⼊

宮崎県内の20⾃治体にて、「みやぎんPay」によ
る税⾦・公共料⾦の収納サービスを導⼊しました。
利⽤件数も順調に拡⼤しています。

日南市および高千穂町と、地域や観光消費
の活性化・⽣産性の向上を図ることを目的
に連携協定を締結しました。

スマホ決済アプリ「pring（プリン）」と連携し、
当⾏の口座から資⾦決済が可能となりました。

内閣府特命担当⼤臣より表彰

内閣官房まち・ひと・しごと創⽣本部事務局より、
当⾏の「地⽅創⽣プラットフォームアプリ」の
実証実験が表彰を受けました。

2018年度よりAI（⼈工知能）を活⽤した
ビックデータ分析ソフトの検証を進め、本格
導⼊しました。

「みやぎんPay」による決済 キャッシュレス化連携協定締結

当⾏の取り組み
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合同企画 預⾦キャンペーン

両県特産品を活⽤した商品企画地⽅銀⾏フードセレクション

⼥性経営者のビジネス交流会

共同ブースを設置。両県の「⾷の魅⼒」を
PRする絶好の機会となりました。

両県の地元産品を抽選景品とし、ご好評を
いただきました。

2019年3月、⼤分銀⾏との連携協定を締結
し、東九州地域間で地⽅創⽣に取り組んで
います。

2019年10月、みやぎん⼥性経営者の会「彩⾊
賢美」と⼤分銀⾏⼥性経営者の会「花凛」の
交流会を開催しました。

地⽅創⽣にかかる包括連携協定

⼤分銀⾏

大分県

宮崎県

両県を代表する⾷材のコラボ商品「キャラいも
キューブかぼす」が完成しました。

当⾏の取り組み

宮崎銀⾏
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⾏動計画の策定

「ポジティブ・アクション」を推進するため、
「次世代育成支援対策推進法」に基づく
当⾏4期目となる「⼀般事業主⾏動計
画」を策定しました。

2回目となる今回は、「宮崎県産業
振興機構」との共同主催となりました。
36名のうち、書類審査、プレゼン審査を
通過した5名のファイナリストによる
熱い戦いが繰り広げられました。

⼥性活躍におけるさまざまな取り組みが
評価され、宮崎労働局より、県内企業初
となる3回目の次世代認定マーク「くるみ
ん」を取得しました。

「くるみん」3回目の取得 ⼥性起業家ビジネスプランコンテスト

当⾏の取り組み
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オフィス（⼈事部）

⾷堂

サスティナブルオフィス（持続可能な環境）の実現サスティナブルオフィス（持続可能な環境）の実現
4747年振りの本部棟リニューアルに際し、持続可能で年振りの本部棟リニューアルに際し、持続可能で
環境変化に強いオフィスに改装。ペーパーレス化実現環境変化に強いオフィスに改装。ペーパーレス化実現
のためキャビネットを⼤量処分し、紙媒体の保存⽂書のためキャビネットを⼤量処分し、紙媒体の保存⽂書
の約の約77割を削減。また、業務⽤携帯電話、ノート型割を削減。また、業務⽤携帯電話、ノート型PCPC、、
フリーアドレス制を導⼊し、各部の枠組みを超えたフリーアドレス制を導⼊し、各部の枠組みを超えた
協議が可能となりました。協議が可能となりました。

従業員の「働き甲斐」「⼼身の健康」を高める環境づくり従業員の「働き甲斐」「⼼身の健康」を高める環境づくり

従業員のモチベーション向上のため、⾏内⾷堂
もカフェスタイルに改装。
「⾷堂」としての機能に加え、会議や打ち合わせ
スペースの機能も兼備。
環境整備により、従業員の「働き⽅」の幅が広
がりました。

当⾏の取り組み
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『With You』とＳＤＧｓの融合により
地域経済の持続可能な成⻑を実現

4.次期中期経営計画について

With YouWith You

現在の中期経営計画「お客さま成⻑⼒No.1銀⾏」では、お客さまから「成⻑を後押しする銀⾏として最も
相応しい」と、評価していただくために、宮崎銀⾏グループ⼀丸となってお客さまの成⻑をサポートしてまいり
ました。今後は、持続可能な地域の発展に向け、地域経済の活性化を目指してまいります。

2020年4月〜 次期中期経営計画『With You』
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今後とも宮崎銀⾏を今後とも宮崎銀⾏を
よろしくお願いいたします。よろしくお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました︕ご清聴ありがとうございました︕


